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新「平戸市」誕生 
Birth of New Hirado City

　10月１日、旧平戸市・生月町・田平町・大島村が合併し、新「平

戸市」が誕生しました。当日は、平戸市役所庁舎前駐車場で、平

戸市役所開庁式が行われ、市民のみなさんをはじめ、旧４市町村の

首長や議員、市職員、約400人が出席し、新市の誕生を祝いました。

式では、新市長が決まるまで市長職務執行者を務める小濱賢一（元

大島村長）が「合併の効果を最大限に引き出し、『合併してよかった』

『この土地に生まれてよかった』と言えるようなまちづくりを市民のみなさ

んとともに進めていきたい」とあいさつ。その後、記念行事として職務

執行者を含む旧４市町村の首長による石碑除幕や、星野県北振興

局長を交えてテープカットが行われました。 

▲左から、白　 信旧平戸市長、小濱賢一市長職務執行者（旧大島村長）、 
　星野孝通県北振興局長、森 　俊旧生月町長、山崎雄士旧田平町長によるテープカット 



新「平戸市」の誕生を祝って 

　
新「
平
戸
市
」の
誕
生
と
開
庁

に
あ
た
り
、一
言
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。 

　
北
松
西
部
地
域
合
併
協
議

会
で
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
平
戸
市
、
生
月
町
、
田
平
町
、

大
島
村
の
一
市
二
町
一
村
が
新

設
合
併
を
し
、
新
「
平
戸
市
」が

誕
生
し
ま
し
た
。 

　
県
内
で
９
番
目
の
合
併
と
な
り
、

面
積
は
、
約
２
３
５
平
方
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
、
人
口
が
約
４
万
人
の
行

政
規
模
と
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
歴
史
的
な
合
併
の
実
現

に
至
る
ま
で
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

し
た
関
係
者
の
み
な
さ
ん
に
対
し
、

深
く
感
謝
し
、
暖
か
い
ご
理
解
を

い
た
だ
い
た
市
民
の
み
な
さ
ん
に
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
さ
て
、
21
世
紀
を
迎
え
、
少
子

高
齢
化
、さ
ら
に
は
情
報
化
、
国

際
化
の
進
展
な
ど
、社
会
情
勢
は

日
々
変
化
し
、こ
れ
に
伴
い
行
財

政
需
要
も
増
大
し
、
多
種
多
様

化
し
て
い
ま
す
。 

　
国
に
お
い
て
は
、
構
造
改
革
の

柱
と
し
て
、三
位
一
体
の
改
革
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
地
方
に

お
い
て
は
、
限
ら
れ
た
財
政
事
情

を
強
い
ら
れ
る
中
で
、
地
域
の
個

性
や
特
性
を
活
か
し
た
明
る
く

豊
か
な
地
域
社
会
の
形
成
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
下
で
、

こ
の
た
び
の
合
併
は
、
お
互
い
が

共
通
の
課
題
を
認
識
し
、そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
特
色
を
生
か
し
な
が

ら
、住
民
が
心
を
一
つ
に
し
、力
を

あ
わ
せ
、未
来
に
羽
ば
た
い
て
い
こ

う
と
す
る
強
い
決
意
に
ほ
か
な
り

ま
せ
ん
。 

　
合
併
協
議
会
で
決
定
さ
れ
た

「
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
計
画
」に
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
と
し
て

「
大
交
流
時
代
へ
の
新
た
な
航
海
！

平
戸
市
〜
海
・
し
ま
・
大
地
と
ひ

と
が
奏
で
る
活
気
み
な
ぎ
る
ま
ち

づ
く
り
〜
」を
う
た
っ
て
い
ま
す
。 

　
そ
し
て
、そ
の
基
本
理
念
か
ら

導
か
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

と
し
て
、「
海
と
し
ま
・
大
地
の
恵

み
を
活
か
し
た
産
業
を
は
ぐ
く
む

ま
ち
」「
豊
か
な
自
然
と
歴
史
文

化
が
新
た
な
出
会
い
を
生
み
出

す
交
流
の
ま
ち
」「
と
も
に
支
え
あ

い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
共
生
の
ま

ち
」を
掲
げ
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

お
い
て
ひ
と
が
い
き
い
き
と
活
躍

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
な
が

ら
、
活
気
み
な
ぎ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

　
合
併
の
効
果
を
最
大
限
に
引

き
出
し
な
が
ら
、明
日
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
誇
り
を
感
じ
、
郷
土

愛
を
育
む
こ
と
の
で
き
る
、
す
ば

ら
し
い
ま
ち
を
創
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
新
生「
平
戸
市
」は
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
拠
点
と
し
て
、
平
戸
市
役

所
を
本
庁
と
し
、そ
れ
ぞ
れ
旧
町

村
の
庁
舎
を
支
所
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で
と
同

様
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
を
図

る
と
と
も
に
、地
域
自
治
組
織
等

に
よ
り
地
域
の
声
を
行
政
に
反

映
さ
せ
、「
合
併
し
て
よ
か
っ
た
」、

「
こ
の
土
地
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
」

と
言
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を

市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

　
私
と
い
た
し
ま
し
て
も
新
し
い

市
長
が
選
出
さ
れ
、
新
市
長
へ
ス

ム
ー
ズ
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
が
で
き
る

よ
う
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、市
民
の
み
な
さ
ん
の
一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
て
、

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

　
　
　
　
平
成
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年
10
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１
日 

平戸市長職務執行者 

　　小　濱　賢　一 

基本理念とまちづくりの方向性 
大交流時代への新たな航海！平戸市 

～海・しま・大地とひとが奏でる 

　　　　　　活気みなぎるまちづくり～ 

ひと 
Hirado・Ik itsuk i  
Tabira・Oshima 

がいきいきと活躍 
できるまちづくり 

豊かな自然と歴
史文化が新たな
出会いを生みだ
す交流のまち 

ともに支えあい安
心して暮らせる
共生のまち 

海としま・大地の恵み
を活かした産業をは
ぐくむまち 

た
び
だ
ち 

か
な 

たびだち 

かな 



総務課人事班（内線2316）へ 

職員の人事異動 
－10月１日付－ 

総務課 

　理事兼課長 

　課長補佐 

企画課 

　理事兼課長 

　課長補佐兼情報化推進室長 

　課長補佐 

財政課 

　理事兼課長 

　主幹（契約担当） 

　課長補佐 

政策調整課 

　理事 

　課長 

　課長補佐兼地域調整班長 

　課長補佐兼行革推進班長 

市民課 

　課長 

　課長補佐 

税務課 

　課長 

　主幹（納税推進担当） 

　課長補佐 

福祉事務所 

　所長 

　次長 

保険福祉課 

　課長 

　主幹 

保健センター 

　事務長 

　次長 

農林課 

　課長 

　主幹兼課長補佐（技術） 

　課長補佐（事務） 

　課長補佐（技術） 

　参事兼林務班長 

 

松　山　久　與 

橋　口　幹　生 

 

安　田　　　豊 

加　藤　栄　一 

k　田　裕　孝 

 

尾　上　輝　義 

吉　住　龍　三 

桝　田　俊　介 

 

内　山　久実夫 

田　島　元　一 

森　川　祐　輔 

楠　富　　　誉 

 

田　中　義　則 

近　藤　　　晃 

 

田　代　久　光 

大　畑　達　雄 

平　松　繁　己 

 

松　田　範　夫 

岡　部　輝　幸 

 

戸　田　幾　嘉 

岩　田　重　憲 

 

小　川　壮　明 

川　渕　　　宏 

 

石　井　岩　夫 

富　永　富　男 

平　松　貫　治 

川　口　　　敬 

松　山　稲　敏 

 

平戸市総務課課長 

平戸市総務課課長補佐（合併事務局） 

 

田平町教育委員会教育次長 

平戸市企画財政課課長補佐 

生月町総務課参事兼総務係長 

 

平戸市企画財政課課長 

平戸市生涯学習課課長 

平戸市企画財政課課長補佐兼財政係長 

 

生月町企画財政課市町村合併対策室長（合併事務局） 

大島村総務課課長 

田平町総務課副参事兼管理係長 

平戸市総務課課長補佐兼人事係長 

 

平戸市市民生活課課長 

平戸市市民生活課課長補佐 

 

生月町生活環境課課長 

平戸市税務課課長 

平戸市税務課課長補佐兼納税係長 

 

 

 

 

生月町議会事務局事務局長兼監査事務局書記長 

平戸市保健センター事務長 

 

田平町会計課課長 

平戸市保健センター次長兼福祉サービス係長 

 

田平町税務課課長 

 

平戸市農林課課長補佐（事務）兼庶務係長 

 

平戸市農林課参事兼林務係長 

新役職名  氏 　 　 名  旧 所 属・職 名  

　参事兼耕地班長 

水産課 

　課長 

　主幹兼課長補佐（技術） 

　課長補佐（技術）兼水産振興班長 

建設課 

　課長 

　主幹兼国土調査推進室長 

　課長補佐（技術） 

　参事兼道路班長 

　参事兼河川砂防班長 

　参事兼国土調査推進班長 

都市計画課 

　課長 

　課長補佐（事務）兼総務住宅班長 

　課長補佐（技術）（まちづくり担当） 

　課長補佐（技術）（施設担当） 

　参事兼まちづくり班長 

　参事兼建築営繕班長 

観光商工課 

　課長 

　課長補佐 

会計課 

　課長 

　課長補佐 

水道局 

　局長 

　主幹兼次長（事務） 

　次長（技術） 

　次長（ダム担当） 

平戸市民病院 

　院長 

　医療監 

　副院長 

竹　元　  

 

松　本　正　治 

前　川　　　康 

染　川　勝　英 

 

藤　澤　敏　孝 

井　上　玄　一 

青　h　光　國 

山　浦　直　美 

小　北　正　敏 

松　本　和　之 

 

長h屋　卓　二 

岡　　　恭　市 

松　尾　国　夫 

井　上　和　俊 

白　鞘　敏　夫 

片　山　利　行 

 

山　口　龍一郎 

村　田　範　保 

 

永　田　米　吉 

平　野　加代子 

 

針　尾　忠　興 

末　永　　　誠 

小　楠　一二三 

池　田　圭一郎 

 

押　淵　　　徹 

池　田　柊　一 

賀　来　　　俊 

平戸市農林課参事兼耕地係長 

 

生月町水産商工観光課課長 

 

平戸市水産課課長補佐（技術）兼水産振興係長 

 

 

平戸市農林課課長 

 

平戸市建設課参事兼土木係長 

平戸市建設課参事兼土木維持係長 

平戸市水産課参事兼港湾係長 

 

平戸市水産課課長 

平戸市建設課課長補佐（事務兼地籍調査担当） 

平戸市建設課課長補佐（まちづくり・都市計画担当） 

平戸市建設課課長補佐（建築・施設営繕担当）兼施設営繕係長 

平戸市観光商工課参事兼公園係長 

平戸市建設課参事兼建築係長 

 

 

 

 

 

平戸市会計課課長補佐兼出納係長 

 

 

 

 

 

 

 

 

新役職名  氏 　 　 名  旧 所 属・職 名  
本庁 

　事務長 

　総看護師長 

　次長 

　技師長兼リハビリテーション班長 

　看護師長兼外来看護班長 

立　山　甚　市 

松　永　富　子 

佐々木　信　二 

大　石　典　史 

末　永　久　美 

 

平戸市市民病院総看護師長 

　 

平戸市市民病院技師長兼リハビリテーション係長 

平戸市市民病院看護師長 

問 



　看護師長兼一般病棟看護班長 

　看護師長兼療養病棟看護班長 

　参事 

　参事兼薬剤班長 

　参事 

議会事務局 

　事務局長 

　事務局次長 

監査委員事務局 

　事務局長兼選挙管理委員会事務局事務局長 

　次長 

選挙管理委員会事務局 

　次長 

農業委員会 

　事務局長 

　主幹 

庶務課 

　課長 

　主幹（施設担当） 

　課長補佐 

学校教育課 

　課長 

　主幹兼指導主事 

　主幹兼指導主事 

　主幹兼指導主事 

　課長補佐兼指導主事 

　指導主事 

生涯学習課 

　課長 

　課長補佐 

　課長補佐兼生涯学習推進班長 

文化振興課 

　課長 

　課長補佐兼和蘭商館復元推進室長 

中部出張所 

　次長 

北部給食共同調理場 

　事務長 

中南部給食共同調理場 

　事務長 

北部公民館 

　館長 

平戸市ふれあいセンター 

　主幹兼館長 

多目的研修センター 

　館長 

 

 

生月支所 

総務企画課 

　課長 

　課長補佐兼総務班係長 

市民生活課 

　課長 

　参事（福祉保健班担当） 

産業振興課 

　課長 

　参事（農林班担当） 

濱　田　頼　子 

川　渕　知　代 

山　浦　　　一 

西　川　貞　夫 

吉　永　　　強 

 

江　川　　　武 

大　坪　　　修 

 

立　石　傳太郎 

久　家　啓　史 

 

村　瀬　惣　治 

 

宮　崎　利　幸 

森　　　宗　隆 

 

中　西　正　人 

山　本　逸　雄 

山　見　弘　幸 

 

相　知　眞　行 

松　尾　正　道 

中　村　新　一 

松　永　　　靖 

入　口　政　信 

山　口　一　成 

 

松　本　昇　堅 

岡　　　康　則 

久　松　正　英 

 

萩　原　博　文 

岡　崎　勝　男 

 

末　永　　　寛 

 

吉　村　藤　夫 

 

横　山　　　晴 

 

内　海　　　徹 

 

真　辺　善　市 

 

浦　辺　信　好 

 

 

 

 

山　浦　與志治 

　　末　京　子 

 

青　木　安　生 

谷　本　壽　子 

 

森　田　茂　則 

山　口　秀　男 

平戸市市民病院看護師長 

平戸市市民病院看護師長 

　　 

平戸市市民病院参事兼薬剤係長 

 

 

 

 

 

平戸市監査委員事務局事務局長 

 

 

 

 

大島村診療所事務長 

平戸市農業委員会事務局長 

 

田平町総務課課長 

平戸市庶務課課長 

 

 

 

 

 

 

 

長崎県佐世保教育事務所指導主事 

 

生月町教育委員会教育次長兼社会教育課長 

　 

平戸市生涯学習課課長補佐（生涯学習推進担当） 

 

平戸市文化交流課課長兼和蘭商館復元推進室長 

平戸市文化交流課課長補佐兼市史編さん係長 

 

平戸市中部支所次長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生月町総務課課長 

生月町収入役室参事 

 

生月町福祉保健課課長 

生月町税務課課長 

 

生月町建設課課長兼下水道推進係長 

生月町農林課課長兼耕地係長 

生月保育所 

　保育所長 

山田保育所 

　保育所長兼山田児童館長 

衛生センター 

　所長 

中央公民館 

　公民館長兼離島開発総合センター館長 

生月病院 

　院長 

　事務長 

　総看護師長 

　技師長 

　看護師長兼外来看護班長 

　看護師長兼一般病棟看護班長 

 

 

 

田平支所 

　支所長 

総務企画課 

　課長 

　課長補佐兼振興班長 

市民生活課 

　課長 

　参事（市民班担当） 

産業振興課 

　課長 

　課長補佐兼農林班長 

建設課 

　課長 

　課長補佐兼建設班長 

教委田平分室 

　分室長 

 

 

 

大島支所 

総務企画課 

　課長 

　参事 

　課長補佐兼総務班長 

市民生活課 

　課長 

　課長補佐兼市民班長 

産業振興課 

　課長 

　課長補佐兼水産商工班長 

　船長 

　機関長 

建設課 

　課長 

　課長補佐兼管理班長 

教委大島分室 

　分室長 

大島診療所 

　所長 

　事務長 

 

中　山　文　子 

 

石　丸　至　子 

 

冨　岡　末　仁 

 

石　山　五　一 

 

山　下　雅　巳 

舩　原　宗　正 

川　渕　晴　子 

円城寺　邦　廣 

土　田　昌　子 

江　口　美砂子 

 

 

 

 

太　田　正　喜 

 

中　村　幸　一 

橋　口　隆　興 

 

北　川　　　貢 

山　口　　　均 

 

k　村　哲　夫 

里　見　博　明 

 

金　田　鎮　雄 

綿　川　祐　一 

 

小　川　茂　敏 

 

 

 

 

 

岡　村　幸　夫 

久保田　　　寿 

宮　島　道　幸 

 

永　田　郁　郎 

久保田　博　子 

 

末　吉　直　幸 

池　田　岳　志 

土　田　　　肇 

橋　口　善　治 

 

吉　住　恒　徳 

工　藤　大　介 

 

米　村　伍　則 

 

渡　邉　淳　永 

山野上　和　則 

 

 

 

生月町山田保育所保育所長 

 

 

 

生月町教育委員会庶務課長兼生月給食センター所長 

 

 

 

生月町生月病院看護師長 

生月町生月病院主任衛生検査技師 

生月町生月病院主任看護師 

生月町生月病院主任看護師 

 

 

 

 

田平町議会事務局事務局長 

 

田平町企画振興課課長 

田平町教育委員会副参事兼社会教育係長 

 

田平町住民福祉課課長 

田平町農業委員会事務局長 

 

田平町農林水産課課長 

田平町農林水産課副参事兼農林係長兼水産係長 

 

田平町建設課課長 

田平町建設課副参事兼河港係長 

 

田平町総務課合併担当参事（合併協議会派遣） 

 

 

 

 

 

大島村会計課課長 

大島村企画財政課課長 

大島村総務課参事兼総務係長 

 

大島村住民課課長 

大島村住民課参事兼戸籍係長 

 

大島村経済課課長 

大島村住民課参事兼保健係長 

大島村経済課船長 

大島村経済課機関長 

 

 

大島村住民課参事兼福祉係長 

 

大島村教育委員会事務局長 

 

 

大島村農業委員会事務局長 
建設課 

　課長兼管理班長 

　参事（水道分室担当） 

教委生月分室 

　分室長 

舘浦出張所 

　出張所長 

 

k　h　憲　治 

神　田　憲次郎 

 

k　h　壽　利 

 

田　中　睦　江 

 

生月町企画財政課課長 

生月町水道課課長 

 

生月町教育委員会公民館長兼開発総合センター館長 

 

新役職名  氏 　 　 名  旧 所 属・職 名  新 役 職 名  氏 　 　 名  旧 所 属・職 名  



投票へ行こう！ 
平 戸 市 長 選 挙  

平戸市議会議員選挙 

11月6日 投 票 日  

投票時間 午前７時～午後６時（平戸・高島地区は午後４時まで） 

平戸の未来を決めるのは　私たち一人ひとりの投票です 

日 



 
　
平
戸
市
長
選
挙 

 

　
選
挙
の
区
域
は
、平
戸
市
全
域
で

す
。 

 

　
平
戸
市
議
会
議
員
選
挙 

 

　
旧
市
町
村
の
４
選
挙
区
に
よ
る
選

挙
で
す
。
投
票
は
、
各
選
挙
区
の
候

補
者
に
投
票
し
ま
す
。 

                

　
選
挙
権
の
あ
る
人 

 

　
昭
和
60
年
11
月
７
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
、
平
成
17
年
７
月
29
日
ま
で

に
、
旧
平
戸
市
、
旧
生
月
町
、
旧
田

平
町
、旧
大
島
村
に
転
入
届
出
を
し
、

引
き
続
き
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い

る
人
。  

 

　
投
票
所 

 

　
投
票
の
場
所
は
、投
票
所
入
場
券

に
記
載
し
て
い
る
投
票
所
で
す
。 

　
10
月
14
日
以
降
に
市
内
で
転
居

し
た
人
は
、
転
居
前
の
住
所
の
投
票

所
に
な
り
ま
す
の
で
、
入
場
券
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

　
投
票
時
間 

 

　
今
回
の
投
票
時
間
は
、午
前
７
時

か
ら
午
後
６
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

通
常
の
午
後
８
時
ま
で
と
は
変
わ
っ

て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

※
第
36
投
票
所
（
平
戸
・
高
島

地
区
）
は
、
午
後
４
時
ま
で
と
な
り

ま
す
。 

 

　
投
票
の
仕
方 

 

①
最
初
に
、
平
戸
市
長
選
挙
の
投

票
用
紙
（
レ
モ
ン
色
）
を
渡
し
ま
す
。

市
長
選
立
候
補
者
の
氏
名
を
書
い
て

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。 

②
次
に
市
議
会
議
員
選
挙
の
投

票
用
紙
（
薄
い
緑
色
）
を
渡
し

ま
す
。
選
挙
区
内
の
市
議
選
立

候
補
者
の
氏
名
を
書
い
て
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。 

 

　
期
日
前･

不
在
者
投
票
所 

 

　
投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
人
は
、

期
日
前
投
票
ま
た
は
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。 

○
と
　
き 

　
10
月
31
日（
月
）〜
11
月
５
日（
土
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時 

○
と
こ
ろ 

〔
平
戸
選
挙
区
〕 

　
従
前
の
平
戸
市
の
区
域 

　
市
役
所
３
階
会
議
室 

　
中
部
出
張
所 

　
南
部
出
張
所 

〔
生
月
選
挙
区
〕 

　
従
前
の
生
月
町
の
区
域 

　
生
月
支
所
、舘
浦
出
張
所  

〔
田
平
選
挙
区
〕 

　
従
前
の
田
平
町
の
区
域 

　
田
平
支
所  

〔
大
島
選
挙
区
〕 

　
従
前
の
大
島
村
の
区
域 

　
大
島
支
所  

○
用
意
す
る
も
の 

　
投
票
所
入
場
券 

※
入
場
券
が
な
く
て
も
、
本
人
確
認

が
で
き
れ
ば
、投
票
で
き
ま
す
。 

 

◇
病
院･

福
祉
施
設
な
ど
に
入
院

し
て
い
る
場
合  

　
そ
の
施
設
等
が
、不
在
者
投
票
指

定
施
設
で
あ
れ
ば
、
施
設
内
で
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。 

 

　
郵
便
等
投
票 

 

　
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
は
、

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
人
に
つ

い
て
、郵
便
な
ど
で
投
票
で
き
る
制
度

で
す
。 

　
該
当
者
は
、次
の
と
お
り
で
す
。 

①
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る

人
で
次
に
該
当
す
る
人  

・
両
下
肢
ま
た
は
体
幹
の
障
害
が
１

級
ま
た
は
２
級
の
人 

・
心
臓･

腎
臓
・
呼
吸
器･

ぼ
う
こ
う
・

直
腸･

小
腸
の
障
害
が
１
級
ま
た
は

３
級
の
人  

・
免
疫
の
障
害
が
１
級
か
ら
３
級
ま
で

の
人 

②
戦
傷
病
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

で
次
に
該
当
す
る
人  

・
両
下
肢
ま
た
は
体
幹
の
障
害
が
特

別
重
症
か
ら
第
２
項
症
の
人 

・
内
臓
機
能
の
障
害
が
特
別
重
症
か

ら
第
３
項
症
の
人 

　  　
以
上
の
該
当
者
で
、郵
便
等
投
票

を
希
望
す
る
人
は
、
申
請
書
に
身
体

障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
ま

た
は
介
護
保
険
証
を
添
え
て
、
市
選

挙
管
理
委
員
会
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。 

 

　
投
票
所
の
変
更 

 

　
第
６
投
票
所（
平
戸
・
大
野
地
区
）

は
、「
Ｊ
Ａ
な
が
さ
き
西
海
大
野
出
張

所
」に
、
第
９
投
票
所
（
平
戸
・
川
内

地
区
）は
、「
中
野
ふ
れ
あ
い
会
館
」に

変
更
し
ま
す
。 

 

　
開
票 

 

　
市
長
選
挙
の
開
票
は
、平
戸
文
化

セ
ン
タ
ー
で
ま
と
め
て
午
後
８
時
か
ら
、

市
議
会
議
員
選
挙
は
、
平
戸
文
化

セ
ン
タ
ー
、
生
月
町
中
央
公
民
館
、

田
平
町
民
セ
ン
タ
ー
、大
島
村
離
島

開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
で
選
挙
区
ご
と

に
午
後
８
時
か
ら
開
票
を
行
い
ま
す
。 

 

　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

　（
1
内
線
２
３
６
４
）へ 

 

平戸選挙区 

生月選挙区 

田平選挙区 

大島選挙区 

従前の平戸市の区域 

従前の生月町の区域 

従前の田平町の区域 

従前の大島村の区域 

15人 

５人 

５人 

２人 

選 挙 区  区　　　域 定　数 

問 



　９月 24日・25日、平戸

南風夜風人まつり―秋の陣

―が開かれました。前日24

日の前夜祭では、亀岡神社

でかがり火をたいて幻想的な

演出の中、踊りの競演をしま

した。また当日25日は、平

戸港交流広場で、絶好の天

気の中、地元の風神社中を

中心に、田助ハイヤ節保存会、

田平町の西風舞人、遠くは

北海道からの参加があり、計

37団体、約 750人が、田

助ハイヤ節、よさこい踊りなど

で競演しました。 

平戸南風夜風人まつり 
―秋の陣― 

秋の平戸路を　爽やかに 

平戸大橋ハーフマラソン＆ウォーク 

　９月21日から30日まで実施された秋の全国交

通安全運動に伴い、９月27日、平戸市街地一帯を、

平戸市交通安全母の会が原動機付自転車でパレ

ードを行いました。パレードには、協力団体として郵

便局も参加し、市広報車やパトカーを先頭に、原

動機付自転車約 20台が、平戸市街地一帯を徐

行運転しながら交通安全を呼びかけました。 

交通安全をミニバイクで呼びかけ 

　９月18日、第 15回平戸大橋ハーフマラソン＆

ウォーク2005大会が開かれ、ハーフマラソン、５㌔

走、10㌔ウォークの部に県内外から1,508人が出

場しました。特別招待選手で旭化成陸上部顧問の

宗　茂さんは、ウォークの部に参加し、参加者とと

もに秋の平戸路を楽しみました。宗さんは、大会後

の特別講演で、アスリートとしてのアドバイスを中心に、

参加者の質問に答えながら話されました。 

そう　   しげる 

まちの  
できごと 



　９月18日、田平町外目地区の畑に、イノシシ用

の巨大な罠が出現しました。これは、イノシシ被害

に悩む同地区のため、田平町農林水産課が設置し

たもので、広さは約５アール。当日は同職員が町内

の小中学生とともに、イノシシの好物サツマイモなど

の植え付けを行いました。この大きさの罠の設置は

県内初。エサにつられ迷い込んだイノシシを一網打

尽にする作戦です。 

イノシシ巨大罠が出現 

　大島村神浦・的山浦地区を対象として、平成

17年度から平成18年度にかけて「伝統的建造物

群保存地区保存対策調査」(文化庁・県教育委

員会補助事業 )が実施されています。神浦・的山

浦地区はすでに県の「まちづくり景観資産」として

登録され、伝統的建造物群および周辺の環境が地

域的特色を顕著に示しているなどとして今、全国的

にも高く評価されています。 

伝統的建造物群保存地区保存対策 
調査が始まっています 

　９月７日、プチホテルたびらんどで、田平町・鹿

町町・小佐々町漁協でつくる田平・鹿町・小佐々

地区漁協合併推進協議会の合併調印式が行われ、

各漁協組合長と立会人（田平・鹿町・小佐々町長、

長崎県水産部長）が契約書に調印しました。来る

12月１日に、田平町・鹿町町・小佐々町漁協が

合併し、九十九島漁業協同組合が誕生します。 

九十九島漁業協同組合 
合併調印式 

　９月13日・14日の両日、台湾日本人学校の中

学2年生男女65人が、修学旅行で生月町にホー

ムステイしながら漁業体験や肉用牛の飼育体験など

を行いました。これは、生月島体験観光協議会が

本格的に受け入れた最初の生徒たちで、来年の春

以降も関東の高校の修学旅行生を中心に予約が入

っており、今後の交流人口の拡大に大きな期待がか

かります。 

台湾日本人学校　生月の産業を体験 

フォトニュース 



●10月の主なもよおし● 
■おはなし会…毎週土曜日14:00 ～ 

※詳しくは図書館・各公民館等図書室へお尋ねください。 

平戸図書館 122-4017

■その日のまえに／重松　清 
■天命／五木寛之 
■かたみ歌／朱川湊人 
■スイッチを押すとき／山田悠介 
■容疑者Ｘの献身／東野圭吾 
■アッコちゃんの時代／林真理子 
■沼地のある森を抜けて／梨木香歩 
■おまけのこ／畠中　恵 
■こどもたちへ／水谷　修 
■画家の手もとに迫る原寸美術館／結城昌子 
■やさしい小物陶芸／関田寿子 
■直線縫いでダダダッとつくるワンピース／渡部サト 
■絵本からうまれたおいしいレシピ２／きむらかよ 
■子どもの未来をひらく自由読書／笹倉　剛 
■芭蕉の孤高蕪村の自在／雲英末雄 
■京都冷泉家の八百年／冷泉為人 
■「株式会社」長崎出島／赤瀬　浩 

［10月の休館日］ 
毎週月曜日（３日・10日・17日・24日・31日） 

一
　
般
　
書 

■くいしんぼフンガくん／国松エリカ　 
■ばばばあちゃんのやきいもたいかい／さとうわきこ 
■ふたりのぶとうかい／いわさきちひろ 
■ちいさなおばけ／スドウピウ 
■日本の風景　松／阿部　伸二 
■山のごちそうどんぐりの木／川上和生 
■ことわざのえほん　続／高部晴市 
■いっぽくんのただいま／とよたかずひこ 
■レイチェル　海と自然を愛したレイチェル・カーソ 
　ンの物語／ウェンデル・マイナー 
■おさるのやま／いとうひろし 
■一ちょうめ七ばんちのハルナさん／たかいせつこ 
■若おかみは小学生！PART 6／令丈ヒロ子 
■Ｎｏ．6　♯4／あさのあつこ 
■星になった少年／島田和子 
■ママ、大変、うちにコヨーテがいるよ！／エルモア・レナード 
■発明家は子ども！／まーく・マカッチャン 
■オヤジ国憲法でいこう！／しりあがり寿・祖父江慎 

児
　
童
　
書 

●10月の主なもよおし● 
■おはなし会（絵本・大型絵本・紙芝居など） 
　１日・８日・15日・22日・29日 
■映画会は都合により中止します。 

永田記念図書館 128-0128

■心を生みだす遺伝子／ゲアリー・マーカス  
■「結婚できる女」の法則／大川祝続  
■笑わせる！技術／中島孝志  
■糖尿病のみなさん、 
　360kcalのフルコースを召し上がれ。／田中範正  
■新版  痔／平田　雅彦  
■10分でできる！子どもの好きなおやつ／山崎典子  
■体脂肪が落ちるトレーニング／石井直方  
■ママには内緒だよ／トム・ハート  
■ソウルで逢えたら／松岡圭祐  
■不幸の探究／中原文夫  
■空海の風景㊤㊦／司馬遼太郎  
■明日がいい日でありますように。／鷺沢　萠  
■夫とコーヒー／舘野ひろ子 
■スンウ１２歳の明日／チョ・チャンイン 
■男の子のホンキ／小林深雪 
■出版社/いのちのことば社 

スンウ12歳の明日 

［10月の休館日］ 
毎週月曜日（３日・10日・17日・24日・31日） 

一
　
般
　
書 

■こどももちゃん／たちばな　はるか 
■おんぶ　おんぶ　ねえ　おんぶ／長　新太 
■あやちゃんのうまれたひ／浜田桂子 
■フランシスのいえで／ラッセル・ホーバン 
■おおきなおおきな木／いもと　ようこ 
■ハートにビタミン／ダイアン・マストロマリーノ 
■おだんごぱん／わきた　かず 
■ふたごの　たまご／和歌山静子 
■絵音ブックス　音楽タンタカタン／高倉弘光 
■マリア探偵社　地獄のバスツアー／川北亮司 
■リンゴちゃんとのろいさん／角野　栄子 
■大どろぼうホッツェンプロッツ／プロイスラー  
■クール・ムーンライト／アンジェラ・ジョンソン  
■エドガー＆エレン 
　世にも奇妙な動物たち／チャールズ・オグデン  
■マリアからの手紙／グレーテリース・ホルム 
■出版社/ポプラ社 

児
　
童
　
書 

著　者／チョ・チャンイン 

出版社／いのちのことば社 

　母は家を出、父は死んだ。たった一
人の妹は余命三か月の宣告を受けて
いる。12歳の少年スンウは、妹ヨンヒ
の最後の望みをかなえてやろうと、彼
女の手をとり、母を捜す旅に出る。 

姨捨山 
文・西本　鶏介　　絵・狩野　富貴子 
出版社／ポプラ社 

　両親をなくした子どもをひきとって
育てあげた姨母は、嫁もむかえ、貧し
いながら暮らしていたが、いつしか年
をとり、じゃまにされるようになってしま
った。そして、とうとう子どたちは、姨母
を捨てようと決めたのだった・・・・・。 

こどもたちへ 
～夜回り先生からのメッセージ～ 
著　者／水谷修 
出版社／サンクチュアリ出版 

いくら自分のことを考えたって答えは
出ているし、まだ出ていない答えは永
遠に出ません。それよりも意識を外に
向けて、まわりに優しさをくばって、人
の笑顔を見る喜びを知りましょう。 

山のごちそう 
どんぐりの木 
著　者／川上和生 
出版社／理論社 

冬、どんぐりがなるコナラの木に、葉は
ありません。そして、枝の先には・・・たく
さんの芽が、春のおとずれを待っていま
す。春夏秋冬、動物たちや人間と結び
つき、ゆたかなみのりをもたらすどんぐ
りの木。 

新着図書紹介 この他たくさんの本が 
はいっています!!みんなの図書館 みんなの図書館 

としょかん 



　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と

い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
？
日
本
語
に
訳
す
と
、「
代

謝
症
候
群
」の
こ
と
で
、ウ
エ
ス
ト

周
り
が
太
く
な
る｢

り
ん
ご
型
肥
満｣

の
人
が
、
下
記
①
に
加
え
て
②
〜

④
の
２
項
目
以
上
あ
て
は
ま
る
と

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
診

断
さ
れ
ま
す
。｢

高
脂
血
症(

高

中
性
脂
肪
・
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル)｣｢

高

血
圧｣｢

糖
尿
病｣

と
い
っ
た
生
活

習
慣
病
を
２
つ
以
上
あ
わ
せ
持
っ

て
い
る
と
、こ
れ
ら
一
つ
ひ
と
つ
の
症

状
が
軽
度
で
も
、こ
う
し
た
病
気

が
重
な
る
こ
と
で
動
脈
硬
化
を
急

激
に
悪
化
さ
せ
、心
筋
梗
塞
や
脳

卒
中
な
ど
の
危
険
性
が
30
倍
に
も

な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
予
防
・
解

消
す
る
に
は
、ま
ず
、ウ
エ
ス
ト
周

り
が
太
く
な
る｢

り
ん
ご
型
肥
満｣

を
予
防
解
消
し
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、喫
煙
は
動
脈
硬
化
を
促

進
さ
せ
ま
す
の
で
、
禁
煙
に
心
が

け
る
こ
と
や
こ
れ
ら
生
活
習
慣
病

は
、自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で

定
期
的
に
健
診
を
受
け
る
よ
う
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
健
診
を
受
け

た
ら
、
結
果
の
数
値
の
変
化
に
注

目
し
、
前
回
よ
り
数
値
が
悪
く
な

っ
て
い
る
項
目
は
、
思
い
当
た
る
生

活
習
慣
を
改
善
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。 

 

麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予
防
接
種
対
象
者
な
ど
が
変
わ
り
ま
す 

　
予
防
接
種
法
施
行
令
の
一
部

が
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
改

正
さ
れ
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防

接
種
の
接
種
方
法
な
ど
が
変
わ
り

ま
す
。 

　
改
正
前
の
平
成
18
年
３
月
31

日
ま
で
の
、
生
後
12
か
月
か
ら
生

後
90
月
未
満
の
子
ど
も
で
、ま
だ

麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予
防
接
種
を

受
け
て
い
な
い
場
合
は
、
早
目
に

接
種
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

特
に
、生
後
12
か
月
を
過
ぎ
接
種

す
る
と
、
麻
し
ん
の
発
病
や
重
症

化
防
止
、
風
し
ん
に
よ
る
先
天
性

風
し
ん
症
候
群
の
発
生
予
防
に

な
り
ま
す
。 

 

■
平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で 

　
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
と
風
し
ん
ワ

ク
チ
ン
の
単
独
ワ
ク
チ
ン
を
各
１

回
ず
つ
接
種
し
ま
す
。 

 

■
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら 

　
麻
し
ん
と
風
し
ん
の
ワ
ク
チ
ン

が
混
合
さ
れ
１
本
の
ワ
ク
チ
ン
と

な
り
、
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
２
回
接

種
し
ま
す
。 

注
意
い
た
だ
く
点 

＊
平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で
に
、 

麻
し
ん
あ
る
い
は
風
し
ん
の
単

独
接
種
を
ど
ち
ら
か
一
方
で
も

接
種
し
た
子
ど
も
さ
ん
は
、
平

成
18
年
４
月
か
ら
の
麻
し
ん
風

し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。 

＊
平
成
18
年
４
月
１
日
以
降
は 

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

が
法
定
接
種
と
な
り
、
麻
し
ん
、

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
単
独
接
種

は
、
法
定
外
接
種
と
な
り
ま
す
。 

＊
平
成
17
年
２
月
生
ま
れ
以
降 

の
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、平
成
18

年
４
月
か
ら
の
麻
し
ん
風
し
ん

混
合
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。 

＊
例
と
し
て
、
麻
し
ん
を
平
成 

17
年
10
月
に
接
種
し
た
場
合
、

４
週
間
以
上
あ
け
て
風
し
ん
接

種
と
な
り
ま
す
。 

 

麻しん 

風しん 

１回  

１回  

生後12か月から生後90月未満 

生後12か月から生後90月未満 

種　類 回数 対　　象　　者 

麻しんおよび 

風しん混合 

１回  

１回  

生後12か月から生後24月未満 

５歳以上７歳未満で、小学校就学の１年前 
から小学校就学の前日までの間 

種　類 回数 対　　象　　者 

平成18年３月31日まで 

平成18年４月１日から 

②高脂血症 
　中性脂肪…150ｍl/dl以上  
　またはＨＤＬ（善玉）コレステロール 
　　　　　　　　　…40ｍl/dl未満 

③血圧  
　最高（収縮期血圧）…130mmHg以上 
　最低（拡張期血圧）…85mmHg以上 

④糖尿病 
　空腹時血糖値…110mg/dl以上 

①肥満 
　腹囲 
　　男性85cm以上 
　　女性90cm以上 

●保健師だより● 

平戸市保健センター 

保健師　原尾　綾子 

メタボリックシンドロームって 
知っていますか？ 

サン・ケア平戸通信 サン・ケア平戸通信 
■平戸市保健センター（サン・ケア平戸） 128－1000　■田平町福祉保健センター157－0977　■生月支所市民生活課福祉保健班153－2111　■大島支所市民生活課福祉保健班155－2511



　
寝
た
き
り
高
齢
者
等
を
日
常
介
護
し
て
い

る
人
へ
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。 

○
支
給
対
象
者
　
10
月
１
日
現
在
に
お
い
て
、

本
市
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住
ん
で
い
る
、
65

歳
以
上
の
在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者
等
を
家
庭

に
お
い
て
６
か
月
以
上
常
時
介
護
し
て
い
る
人 

○
寝
た
き
り
高
齢
者
等
と
は 

　
在
宅
で
満
65
歳
以
上
の
寝
た
き
り
高
齢
者

ま
た
は
認
知
症
高
齢
者
で
、
10
月
１
日
現
在

（
基
準
日
）に
お
い
て
、
以
下
の
①
に
該
当
し
、

か
つ
②
ま
た
は
③
に
該
当
す
る
人
を
い
い
ま
す
。 

①
身
体
ま
た
は
精
神
上
、
著
し
い
障
害
が
あ

る
た
め
に
常
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
人
で
、

日
常
生
活
動
作
状
況
の
う
ち
、
全
介
助
が
１

項
目
以
上
お
よ
び
一
部
介
助
が
２
項
目
以

上
あ
る
人
、
若
し
く
は
認
知
症
な
ど
精
神
障

害
の
問
題
が
重
度
ま
た
は
中
度
の
人 

②
居
宅
に
お
い
て
①
の
状
態
が
６
か
月
以
上

に
わ
た
り
継
続
し
て
い
る
人 

③
①
の
状
況
に
あ
る
寝
た
き
り
高
齢
者
等
の

う
ち
、
基
準
日
前
６
月
中
に
病
院
な
ど
に
入

院
し
て
い
た
期
間
が
30
日
を
超
え
な
い
人 

○
支
給
金
額
　
２
万
５
千
円
以
内 

○
申
請
期
限
　
10
月
28
日（
金
）ま
で 

　
住
宅
火
災
か
ら
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ

る
た
め
に
消
防
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、一
般

住
宅
に
も
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
期
間 

 

・
新
築
住
宅 

 

　
平
成

18
年
６
月
１
日
か
ら 

 

・
既
存
住
宅 

 

　
平
成

21
年
６
月
１
日
ま
で 

　
火
災
は
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
、
火
災

か
ら
生
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
場
所
は
、
例
図
の

と
お
り
『
寝
室
と
し
て
使
用
し
て
い
る
部

屋
』
や
『
階
段
の
』
天
井
か
壁
に
設
置

し
ま
す
。 

 

●
印
の
と
こ
ろ
が
、
感
知
器
を
設
置

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
所
で
す
。 

             

        

　
﹇
国
語
﹈
三
省
堂
﹇
書
写
﹈
東
京
書
籍
﹇
社

会
（
地
理
）
﹈
教
育
出
版
﹇
社
会
（
歴
史
）
﹈
教

育
出
版﹇
社
会（
公
民
）﹈教
育
出
版 

　「
地
図
」帝
国
書
院﹇
数
学
﹈東
京
書
籍 

 

﹇
理
科
（
一
分
野
）
﹈
大
日
本
図
書
﹇
理
科

（
二
分
野
）
﹈
大
日
本
図
書
﹇
音
楽
（
一
般
）
﹈

教
育
芸
術
社﹇
音
楽（
器
楽
）﹈教
育
芸
術
社 

 

﹇
美
術
﹈日
本
文
教
出
版﹇
保
健
体
育
﹈学

習
研
究
社
﹇
技
術
・
家
庭
（
技
術
）
﹈
東
京
書

籍﹇
技
術
・
家
庭（
家
庭
）﹈開
隆
堂
出
版「
英

語
」三
省
堂 

　
以
上
の
よ
う
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

    

　
平
成
16
年
に
、
東
北
地
方
で
ス
ギ
ヒ
ラ

タ
ケ
を
食
し
、
原
因
不
明
の
急
性
脳
症
で
死

亡
す
る
と
い
う
例
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
発
症

者
の
ほ
と
ん
ど
が
腎
機
能
障
害
を
患
っ
て
い
ま

し
た
が
、
障
害
の
有
無
を
確
認
で
き
な
い
人

も
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
だ
は
っ
き
り

と
し
た
原
因
究
明
に
至
っ
て
い
な
い
の
で
、
厚

生
労
働
省
で
は
ス
ギ
ヒ
ラ
タ
ケ
を
食
べ
な
い
よ

う
に
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
原
因
が

は
っ
き
り
わ
か
る
ま
で
、
食
べ
る
こ
と
を
控
え
ま

し
ょ
う
。 

    

   

　
市
内
の
コ
ー
ラ
ス
や
舞
踊
な
ど
の
愛
好
家
の

ほ
か
華
道
、
茶
道
の
各
流
派
が
、
日
ご
ろ
の
練

習
の
成
果
を
披
露
。
華
や
か
な
舞
台
と
格
調

高
い
お
茶
の
お
点
前
、
心
満
た
さ
れ
る
ひ
と
と

き
を
お
約
束
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、午
前
中
に
は
平
戸
市
美
術
展
覧
会

の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
す
。中
ホ
ー
ル（
11
月
１
〜

３
日
入
場
無
料
）に
展
示
さ
れ
た
作
品
も
併

せ
て
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。 

○
と
　
き 

　
11
月
３
日（
木
・
祝
）午
後
１
時
開
演 

○
と
こ
ろ 

　
平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー 

○
内
　
容 

　
舞
台
発
表
、茶
道
呈
茶
、生
花
展
示 

○
入
場
料
　
４
０
０
円（
お
茶
券
付
） 

     

　
県
と
市
で
は
、
10
月
１
日
〜
31
日
ま
で
を
、

｢

マ
イ
バ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン｣

期
間
と
し
て
い

ま
す
。 

　
ご
み
を
出
す
量
を
少
な
く
す
る
こ
と
は
、地

球
環
境
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
す
。 

　
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
大
半
を
占

め
る
容
器
・
包
装
類
に
つ
い
て
は
、
消
費
者
お

　
・
　
保
険
福
祉
課
長
寿
福
祉
班 

　
　  

1
内
線
２
５
８
６ 

「
在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者
等
介 

護
見
舞
金
」を
支
給
し
ま
す 

　
　
消
防
本
部 

1
22-

３
１
６
７ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置 

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た 

　
　
農
林
課
林
務
班 

　
　
1
内
線
２
２
６
２ 

『
ス
ギ
ヒ
ラ
タ
ケ
』の
摂
取
に 

ご
注
意 

 

　
　
市
文
化
振
興
課
文
化
振
興
班 

　
　
1
内
線
２
２
７
４ 

第
30
回
平
戸
市
文
化
ま
つ
り 

　
　
市
民
課
環
境
衛
生
班 

　
　
1
内
線
２
５
２
７ 

リ
サ
イ
ク
ル
月
間 

　
　
学
校
教
育
課
指
導
班 

　
　
1
内
線
２
６
１
１ 

県
北
地
区
平
成
18
年
度
使
用 

中
学
校
教
科
用
図
書
採
択
結 

果
の
公
表
に
つ
い
て 

台所 

台所 

居室 

居室 

寝室 寝室 

寝室 

●は、住警器又は感知器を示す。 

【例図】 

問 

問 

問 
問 

問 

問 

申 

平戸市からのおしらせ 
Information from Hirado City



よ
び
事
業
者
の
自
主
的
努
力
に
よ
り
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
み
問
題
解
決
の
た
め
に

も
、ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 

    

　
平
成
17
年
10
月
１
日
か
ら
の
ご
み
袋
の
金

額
が
決
定
し
ま
し
た
。ル
ー
ル
を
守
っ
て
ご
み

分
別
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

                 

　
10
月
１
日
か
ら
、
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法

施
行
に
よ
り
、離
島
の
み
な
さ
ん
に
使
用
済
自

動
車
の
海
上
輸
送
費(

船
賃)

の
う
ち
８
割
を

上
限
に
支
援
し
ま
す
。 

○
申
請
方
法 

①
輸
送
し
た
船
の
乗
船
券
ま
た
は
領
収
証 

②
自
動
車
を
引
取
り
業
者
に
渡
し
た
引
取

証
明
書（
コ
ピ
ー
） 

①
と
②
を
本
庁
市
民
課
か
支
所
の
市
民
生

活
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
後
は
通

知
書
を
送
付
し
連
絡
し
ま
す
。 

    

　
９
月
26
日
、市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
４
市
町
村
の
民
生
委
員
協
議
会
の
合
併
調

印
式
が
行
わ
れ
、
10
月
１
日
か
ら
旧
市
町
村

の
協
議
会
が
連
合
会
に
結
集
し
、
新
し
い
平

戸
市
社
会
福
祉
の
増
進
の
た
め
の
活
動
が
展

開
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
民
生
児
童
委
員
は
、
援
助
を
必
要
と
す
る

人
に
対
し
て
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、生
活
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
る
こ
と
や
助
言
そ
の
他
必
要
な
情
報
の
提

供
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

連
合
会
の
役
員
は
、次
の
と
お
り
で
す
。 

○
会
　
長 

　
川
森
　
　
晉（
旧
平
戸
市
連
合
会
） 

○
副
会
長 

　
鳥
山
　
泰
隆（
旧
生
月
町
民
協
） 

　
米
倉
　
重
光（
旧
田
平
町
民
協
） 

　
金
子
　
　
忠（
旧
大
島
村
民
協
） 

    

　
　
市
民
課
環
境
衛
生
班 

　
　
1
内
線
２
５
２
７ 

ご
み
袋
の
金
額
が
決
定
し
ま 

し
た 

　
　
福
祉
事
務
所 

　
　
1
内
線
２
５
６
１ 

「
平
戸
市
民
生
委
員
児
童
委
員 

協
議
会
連
合
会
」が
発
足
!!
 

　
　
市
民
課
環
境
衛
生
班 

　
　
1
内
線
２
５
２
７ 

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法『
離
島
対 

策
支
援
事
業
』が
ス
タ
ー
ト 

種類（袋1枚の額） 

もえるもの 

生ごみ 

かん 

びん 

ペットボトル 

危険物 

その他不燃物 

大40円（大島村30円） 
小30円（大島村20円） 

大40円（大島村を除く） 
小30円（大島村を除く） 

30円 

30円 

30円（大島村を除く） 

40円（大島村は30円） 

40円（大島村は30円） 

金　　額 

○ねんきんダイヤルとは？ 

　全国23か所に設置されている、「年金電話相談センター」や「社会保険業務センター中央年金相談室」

の電話相談窓口番号を全国共通にしたものです。番号が統一されたことにより、一か所のセンターに電

話が集中することが無くなり、順次空いている回線に繋ぐことができるため、電話のかかりにくさが解消

され、待ち時間も短縮されます。 

○電話番号 

　・年金請求などの年金相談　0570‐05‐1165（イイロウゴ） 

　・年金を受けている人の年金相談　0570‐07‐1165（イイロウゴ） 

○実施時期　10月31日（月）から 

○受付時間　平日午前８時30分～午後５時 

○通話料について 

　一般の電話の場合、接続先にかかわらず、原則、市内通話料金で利用できます。 

　なお、「ねんきんダイヤル」では、社会保険事務所が行う出張年金相談などのお問い合わせには対応

できません。その際は社会保険事務所にお尋ねください。 

『ねんきんダイヤル』を 
　　　　　　　活用しましょう！ ！ 年金 年金 

おしえて 

年金 
おしえて 

■保険福祉課国保年金班（1内線2589）　■佐世保社会保険事務所（10956‐34‐1141） 

問 

問 

問 

平戸市からのおしらせ 
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知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共
制
度 

若
者
の
た
め
の「
就
職
活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」 

難
病
患
者
等
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研 

修（
基
礎
課
程
Ⅰ
）の
ご
案
内 

長
崎
県
が
舞
台「
お
〜
い
、ニ
ッ
ポ
ン
。」 

「
被
害
者
支
援
推
進
強
化
月
間
」実
施
中 

  
　
こ
の
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働
く
人
た
ち
の
た
め

に
、
「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
」
と
い
う
法
律
に

よ
り
国
が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。
事
業
主
の
み

な
さ
ん
は
、
現
場
で
働
く
労
働
者
の
共
済
手
帳
に
働

い
た
日
数
に
応
じ
て
、
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
貼

り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め

た
と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、

い
わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。 

○
加
入
で
き
る
事
業
主
　
建
設
業
を
営
ん
で
い
る
人 

○
対
象
と
な
る
労
働
者 

　
建
設
業
の
現
場
で
働
い
て
い
る
人 

○
掛
金
　
一
人
当
た
り
日
額
　
３
１
０
円 

○
特
長 

・
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、
申
し
込
み
手
続

は
簡
単
で
す
。 

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象
と
な
り
ま

す
。 

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。 

・
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
法
人
は
損

金
、
個
人
で
は
必
要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、
税
法

上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。 

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企
業
間
を
通
算

し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
よ
う
こ
そ
建
退
共
へ
」で
、退
職
金
の

試
算
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
請
求
な
ど
、
建
退
共
制
度
の
知

り
た
い
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　http://w
w
w
.ke
nta
iky
o.ta
isy
okukin.g

o.jp/ 

　
建
退
共
長
崎
県
支
部 

　（
1
０
９
５
ー
８
２
６
ー
２
２
８
５
）へ 

  

　
就
職
活
動
中
の
35
歳
未
満
の
人
を
対
象
と
し
て
、

就
職
活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
個
人
個

人
に
合
っ
た
仕
事
の
選
び
方
を
始
め
、
就
職
活
動
を

し
て
い
く
に
当
っ
て
必
要
な
応
募
書
類
の
書
き
方
、
面

接
の
受
け
方
な
ど
き
め
細
や
か
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

○
と
　
き
　
11
月
５
日（
土
）・
６
日（
日
） 

○
と
こ
ろ
　
平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー 

○
内
　
容
　
自
己
分
析
、
応
募
書
類
の
書
き
方
、
面

　
接
レ
ッ
ス
ン
、カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
個
別
相
談 

○
受
講
料
　
無
料 

　
　 

フ
レ
ッ
シ
ュ
ワ
ー
ク
長
崎 

　（
1
０
９
５
ー
８
２
９
ー
０
４
９
１
）へ 
       

○
と
　
き
　
11
月
12
日（
土
）午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分 

○
と
こ
ろ
　
県
北
保
健
所 

○
対
象
者
　
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
１･

２
級
課
程
修
了
者 

　（
履
修
中
の
人
も
含
む
）・
介
護
福
祉
士 

　
※
原
則
と
し
て
難
病
従
事
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
事
業
に
従
事
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
人
、従
事
す
る

こ
と
が
確
定
し
て
い
る
人
、ま
た
は
従
事
し
て
い
る
人
に

限
り
ま
す
。 

○
受
講
料
　
無
料 

○
申
込
期
限
　
10
月
21
日（
金
） 

　
　 

県
北
保
健
所（
1
57
ー
３
９
７
７
）へ
　 

  

　
昨
年
12
月
に「
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
」が
成
立

し
た
こ
と
か
ら
、犯
罪
被
害
者
に
対
す
る
支
援
に
社
会

全
体
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
警
察
で
は
、
10
月
中
を

「
被
害
者
支
援
推
進
強
化
月
間
」と
設
定
し
、各
種
施

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

○
実
施
期
間
　
10
月
１
日（
土
）〜
10
月
31
日（
月
） 

○
警
察
で
は
、被
害
に
遭
わ
れ
た
人
、ご
家
族
、知
人
な

ど
か
ら
の
相
談
、精
神
的
に
悩
ん
で
い
る
、困
っ
て
い
る
な

ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。 

　
平
戸
警
察
署（
1
22
ー
３
１
１
０
）へ 

    

　
一
日
６
時
間
の
生
放
送
で
各
地
の
魅
力
を
紹
介
す

る「
お
〜
い
、ニ
ッ
ポ
ン
。」で
、長
崎
県
が
舞
台
と
な
っ
て

11
月
６
日（
日
）に
放
送
さ
れ
ま
す
。 

○
放
送
予
定
時
間 

・
Ｂ
Ｓ
衛
星
第
２ 

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
６
時 

・
Ｂ
Ｓ
ｈ
ｉ
デ
ジ
タ
ル
衛
星
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン 

　
午
後
４
時
30
分
〜
午
後
６
時 

○
番
組
テ
ー
マ
　
わ
か
ら
ん（
和
・
華
・
蘭
）国
　
長
崎 

○
主
な
出
演
者（
東
京
ス
タ
ジ
オ
） 

　
美
輪
明
宏（
タ
レ
ン
ト)

　
岡
部
ま
り(

エ
ッ
セ
イ
　
ス

ト)

市
川
森
一（
脚
本
家
） 

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
長
崎
放
送
局 

　（
1
０
９
５
ー
８
２
１
ー
１
１
１
５
）へ 

問 

申 

問 
・ 

申 

問 
・ 

問 問 



 
▼
旧
「
広
報
ひ
ら
ど
」
で
掲
載
し
て
い
ま
し
た
市
民

文
芸
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
旧
４
市
町
村
の
広
報
紙
を
統

合
す
る
に
あ
た
り
、
紙
面
の
都
合
上
、
今
後
掲
載
を

割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
長
い
間

ご
投
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
市
民
の
み
な
さ
ん
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
今
後
の
掲
載
に
つ
い
て
は
、
北
部
・
中
部
・
南
部

の
各
公
民
館
の
公
民
館
だ
よ
り
で
掲
載
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
各
公
民
館
に
投
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
10
月
号
に
ご
投
稿
い
た
だ
き

ま
し
た
俳
句
な
ど
に
つ
い
て
は
、
10
月
１
日
発
行
の
各

公
民
館
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

▼
「
ま
ち
か
ど
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
」
へ
の
写
真
を
募

集
し
ま
す
。
平
戸
の
ま
ち
で
見
つ
け
た
素
敵
な
景
色

や
シ
ー
ン
を
あ
な
た
の
写
真
で
紹
介
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

○
応
募
規
定 

プ
リ
ン
ト
単
写
真
ま
た
は
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
で
撮
影
し
た
も
の
。
撮
影
地
は
平
戸
市
内
で
、

未
発
表
か
つ
自
作
の
も
の
に
限
り
ま
す
。  

○
応
募
方
法 

写
真
に
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
住
所
・

電
話
番
号
・
タ
イ
ト
ル
・
撮
影
場
所
・
撮
影
時
期

を
添
え
て
郵
送
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
ご
投
稿
く
だ
さ

い
。  

※
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
ご
投
稿
い
た
だ
い

た
作
品
は
必
ず
し
も
掲
載
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

○
あ
て
先
　
〒
８
５
９
‐
５
１
９
２ 

平
戸
市
岩
の
上
町
１
５
０
８
番
地
３ 

企
画
課
地
域
振
興
班
ま
で 

　
企
画
課
地
域
振
興
班 

（
1
内
線
２
３
３
７
・kika

ku@
city
.hira
do.lg
.jp

）へ 

問 
編
集
室
か
ら
お
詫
び
と
お
願
い 

出

生

 

死

亡

 

 

ふ
る
か
わ
　
　
え
い 

き 

お
か
や
ま
　
　
　
わ
た
る 

こ   

や
ま
　
　 

り   

お 

す
え
な
が
　
　
だ
い 

き 

ま
え
か
わ
　
　
な
な 

せ 

ま
え 

だ
　
　
　
ち  

ぐ
さ 

お
お
い
し
　
　
か
ず 

さ 

お   

ざ
き
　
　
り
ゅ
う
と 

や
ま
し
た
　
　
あ
い 

り 

お
お
む
ら
　
　
え
い 

み 

か   

つ
き
　
　 

み  

れ
い 

い
し 

だ
　
　
　
ま   

ゆ 

な
が 

た
　
　  

ゆ
う 

か 

ま   

う
ら 

あ   

き  

と 

 
か
な
さ
き
　
　  

る  

な 

か
ら
す
や
ま
　
え
い
き
ち 

ゆ    

り  

な
が 

い
っ
せ
い 

ゆ    

り  

な
が 

こ
う
せ
い 

こ
ん
ど
う
　
　
な
お
ふ
み 

み
や  

き
　
え  

り   

か 

い
ち
の
せ
　
　
も
も 

ね 

ひ
ゃ
く
む
ら 

ひ  

か  

り 

 

こ
う 

だ
　
　
　
し
ゅ 

り 

よ
し 

だ
　
　
　
あ
か 

ね 

は
ま 

だ
　
　  

ゆ
う
す
け 

 

 

ま
す 

や
　
　  

そ
う 

た 

す
え
な
が
　
　 

や
ま
し
た
　
　
　
　
ゆ
う 

す
え
な
が
　
　
こ
う 

や 

あ
や 

か
　
　
　 

ゆ  

り 

 

さ
か
も
と
　
　
た
い 

が 

し
ら
い
し
　
　   

つ
ば
さ 

む
ら
た
　
じ
ゅ
う
ご
ろ
う 

 

ふ
じ 

た
　
　
　 

 

お
お
い
し
　
　 

赤
ち
ゃ
ん 

保
護
者 

行
　
政
　
区 

さ
き
む
ら
　
　 

い
の
う
え
　
　
け
ん
い
ち 

く    

ぼ   

た
　
と
し
か
ず 

か
め 

い
　
　  

ひ
で
ゆ
き 

か
め
や
ま
　 

も
り
　
　
　 

ひ
ら 

ち
　
　
　  

ま
も
る 

や
ま
に
し
　
　
た
き 

お 

く
に
た
け
　
　
し
げ 

お 

い
の
う
え
　
　
り
ゅ
う
い
ち 

み
ね
　
　
　
　
ま
さ
ゆ
き 

こ   

ま
つ
　 

や
ま
も
と
　
し
ょ
う
ざ
ぶ
ろ
う 

た   

が
わ
　
　
ひ
で 

お 

あ
お
さ
き
　
　 

ふ
な 

つ
　
　  

り
き 

お 

 

と
く
な
が
　
　
ま
さ 

お 

い
の
う
え
　
　
け
ん 
じ 

氏
　
　
名 

年
齢 

死
亡
日 

行
　
政
　
区 

元
気
な 

よ
い
子
に 

ご
冥
福
を 

お
祈
り
し
ま
す 

善
意
の
と
も
し
び 

　
香
典
返
し
及
び
篤
志
で
、次
の
方
々

か
ら
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。 

広
報
お
お
し
ま
謝
礼
と
し
て 

○
摂
津
市
　
松
山
　
博
吉 

○
福
岡
市
　
榎
田
　
昭
子 

○
福
岡
市
　
津
上
ミ
ト
エ 

○
長
崎
市
　
平
松
登
志
成 

○
延
岡
市
　
山
崎
　
節
子 

○
天
理
市
　
坂
本
　
房
衛 

○
大
阪
市
　
山
口
　
満
雄 

○
大
村
市
　
井
上
　
光
世 

○
大
村
市
　
岡
村
　
嘉
也 

○
一
宮
市
　
田
中
　
昌
幸 

○
福
岡
市
　
田
島
　
秀
明 

○
佐
世
保
市
　
川
久
保
　
一 

○
市
原
市
　
吉
山
　
真
澄 

○
加
古
川
市
　
吉
岡
　
敏
夫 

○
名
古
屋
市
　
長
久
保
重
利 

ひ
ら
ど
ふ
れ
あ
い
福
祉
基
金
へ 

○
大
久
保
町 

　
h
村
　
亀
太
郎（
亡
妻
　
セ
ヨ
） 

■９月の交通事故 

■８月末までの 
　火災救急件数 

件　数 
死　者 
負傷者 
（重傷）２名（軽傷）11名 

（　）内は昨年同期 

９件 
０名 
13名 

火災 
救急 

９件（19件） 
562件（574件） 

【
平
戸
地
区
】８
／
16
〜
９
／
15
届
出
分 

古
川
　
英
輝
　
次
　
博
　
度
島
三
免   

岡
山
　
　
航
　
義
　
美
　
戸
石
川   

小
山
　
莉
央
　
順
　
也
　
野
子   

末
永
　
大
樹
　
波
　
燈
　
木
引   

前
川
　
七
星
　
博
　
紀
　
中
の
原   

前
田
　
千
種
　
公
　
成
　
上
大
垣   

大
石
　
千
紗
　
政
　
之
　
赤
坂 

尾
崎
　
琉
斗
　
豊
　
和
　
清
水
川 

山
下
　
愛
莉
　
å
　
二
　
中
の
崎 

大
村
　
英
美
　
謙
　
吾
　
前
津
吉
浦 

香
月
　
美
玲
　
博
　
孝
　
紐
差
第
１ 

石
田
　
真
優
　
雅
　
樹
　
下
大
垣 

永
田
　
優
花
　
聡
　
志
　
木
引 

眞
浦
愛
樹
斗
　
明
　
男
　
赤
坂 

【
田
平
地
区
】８
／
１
〜
９
／
15
届
出
分 

金
h
　
月
愛
　
憲
　
二
　 

下
亀 

烏
山
　
詠
吉
　
祐
　
逸
　
平
戸
口 

百
合
永
一
惺
　
　
亮
　
　
下
亀 

百
合
永
光
惺
　
　
亮
　
　
下
亀 

近
藤
　
尚
史
　
　
実
　
　
西
荻
田 

宮
木
恵
理
香
　
嘉
　
浩
　
釜
田 

市
　
　
百
音
　
耕
一
郎
　
小
崎 

百
村
陽
果
里
　
敏
　
洋
　
福
崎 

【
生
月
地
区
】８
／
16
〜
９
／
15
届
出
分 

神
田
　
朱
璃
　
裕
　
樹
　
日
草 

Z
田
　
朱
音
　
雅
　
一
　
日
草 

k
田
　
友
輔
　
政
　
博
　
正
和 

桝
屋
　
颯
汰
　
聡
　
志
　
宮
田 

末
永
　
ひ
な
　
尚
　
幹
　
山
田 

山
下
　
　
優
　
修
　
司
　
舘
浦
第
３ 

末
永
　
晃
也
　
好
　
信
　
正
前 

綾
香
　
祐
里
　
光
　
二
　
舘
浦
第
４ 

【
大
島
地
区
】８
／
17
〜
９
／
15
届
出
分 

坂
本
　
大
河
　
光
　
利
　
大
根
坂 

白
石
　
　
翼
　
博
　
宣
　
大
根
坂 

   【
平
戸
地
区
】８
／
16
〜
９
／
15
届
出
分 

h
村
　
セ
ヨ  

83
歳  

８
／
15   

油
水 

井
上
　
謙
市  

79
歳  

８
／
20   

白
浜 

久
保
田
利
一  

76
歳  

８
／
22   

大
野 

亀
井
　
　
幸  

75
歳  

８
／
23   

戸
石
川 

亀
山
シ
ク
子  

77
歳  

８
／
23   

川
内
在 

森
　
　
シ
ズ  

87
歳  

８
／
23   

猪
渡
谷 

平
地
　
　
護  

61
歳  

８
／
25   

志
々
伎
岡 

山
西
　
瀧
男  

68
歳  

８
／
25   

迎
紐
差 

國
竹
　
繁
雄  

82
歳  

８
／
25   

船
木 

井
上
　
j
一  

93
歳  

８
／
27   

白
浜 

峯
　
　
政
行  

75
歳  

８
／
31   

田
原
崎 

小
松
ハ
ナ
ヱ  

94
歳  

９
／
3  

光
の
園 

山
本
省
三
郎  

58
歳  

９
／
７  

神
上 

田
川
　
　
雄  

78
歳  

９
／
９   

上
中
津
良 

青
h
　
リ
シ  

82
歳  

９
／
10   

前
津
吉
浦 

舩
津
　
力
雄  

83
歳  

９
／
14   

亀
岡 

【
田
平
地
区
】８
／
１
〜
９
／
15
届
出
分
　  

　
永
　
政
雄  

64
歳  

７
／
31   

下
里 

井
上
　
健
次  
79
歳  

８
／
９  

大
久
保 

村
田
十
五
郎  

87
歳  

８
／
31   

深
月 

【
生
月
地
区
】８
／
16
〜
９
／
15
届
出
分 

藤
田
　
マ
シ  

94
歳  

９
／
１  

舘
浦
第
２ 

【
大
島
地
区
】８
／
17
〜
９
／
15
届
出
分 

大
石
　
コ
メ  

69
歳  

８
／
23   

大
根
坂 

（
敬
称
略
） 
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　今回の表紙は、旧４市町村の観

光シンボルを組み合わせて新「平

戸市」誕生をイメージしてみました。

左上から順に、大賀断崖（大島村）、

田平天主堂（田平町）、生月大橋

（生月町）、寺院と教会の見える風

景（平戸市）。 

　10月１日、新「平戸市」が誕生。

新市の誕生を迎え、「広報ひらど」

も新たに創刊する運びとなりました。

「広報ひらど」は、企画課地域振

興班で編集・発行します。担当は、

旧平戸市で広報を担当していた

◯黒が引き続き担当します。くらしの

情報をわかりやすく、まちの話題を

ふんだんに、市民のみなさんに親

しみをもって読んでいただける明る

い紙面づくりを目指しています。

取材や情報提供など「広報ひらど」

へのご協力をお願いします。広報

の取材を通じて新たな出会いがあ

ることを楽しみにしています。◯黒 

※10月１日現在 

人口の動き 

表紙説明 

編集室からひとこと 

女性 
21,108人 

平戸市 
全人口 

39,930人 

男性 
18,822人 

世帯数 
14,550戸 

平戸市をぶらり歩いて見
つけた素敵なシーンを紹介。 

古紙配合率100％再生紙、 
大豆油インキを使用しています。 


